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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

電気学会（IEEJ）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を改

正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業規格であ

る。これによって，JIS C 2134:2007 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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序文 

この規格は，2020 年に第 5 版として発行された IEC 60112 を基とし，技術的内容を変更して作成した日

本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。変更の一

覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，固体絶縁材料の保証トラッキング指数及び比較トラッキング指数を測定するため，機器の

一部から採取した試験片及び板状の試験片に対して交流電圧を用いて行う測定方法について規定する。 

この規格は，浸食の測定が必要な場合のために，浸食の測定方法についても規定する。 

注記 1 保証トラッキング指数は，材料及び加工部品の品質管理手段としてはもちろん，製品受入れ

の場合の基準としても用いる。比較トラッキング指数は，主として材料の基本的な特性の評

価及び比較に用いる。 

この測定方法は，材料の表面状態を評価すると同様に，材料の組成についても評価する。材料の組成及

び表面の状態は評価の結果に直接影響するため，測定結果を材料の選別に用いる場合には配慮が必要であ

る。 

電気機器を設計するとき，この規格の測定結果を，安全沿面距離を評価するために用いるのは不適切で

ある。 

注記 2 これは次の規格を満たしている。 

JIS C 60664-1 低圧系統内機器の絶縁協調－第 1 部：基本原則，要求事項及び試験 

注記 3 この測定は，高湿度環境下で使われる可能性のある機器に用いられる材料を，耐トラッキン

グ性が比較的低い材料と中程度又は良好な材料とに区別する。 

屋外で用いる材料の性能評価には，この規格で規定するよりも高い電圧と大きな試験片と

を用いて，長時間のより厳しい条件による測定方法の規格が用意されている［JIS C 2136（耐

トラッキング性／傾斜平板法）参照］。傾斜平板法など他の測定方法で得られる材料の順位は，

この規格で規定している滴下測定で得られる結果の順位とは異なる場合がある。 

注記 4 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 60112:2020，Method for the determination of the proof and the comparative tracking indices of 

solid insulating materials（MOD） 


